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チームに協働を生み出すためには、プロセスの視点を

　ラボラトリー方式の体験学習の世界的な拠点となるNTL（National Training Laboratories）

Instituteと本研究センターとのパートナーシップが、2006年度に結ばれました。その年はNTL 

Instituteの設立（1947）から60年の節目の年でした。それから３年をかけ、本センター主催

で、NTL関係者による組織ラボラトリー「グループプロセスコンサルテーション」のワーク

ショップが実現しました。講師としては、Cuck Phillips氏がやってきて下さいました。彼は、

「Intervention Skills: Process Consultation for Small Groups and Teams」の著者W. Brendan 

Reddy氏と長年コンビを組んで、米国での組織開発コンサルタントとして活躍されている方で

す。2010年２月17日から22日にかけて５泊６日の宿泊型のワークショップが清里清泉寮にて行

われました。参加者も、17名で、充実したグループプロセスコンサルテーションのプログラム

を体験し、グループプロセスに着眼した介入のスキルを広く深く学ぶことができました。

　そのワークショップでは、「コンテントとプロセス」、そして「タスク・プロセスとメインテ

ナンス・プロセス」の視点から、チーム活動を診断し、介入することを学びました。まさにチー

ムとして、課題を達成することと、その過程でのメンバーの充実感や幸福感などが実感できる

ようになること、そしてグループ自身がプロセスから学ぶことができ持続的な成長グループに

育てることができる人材をグループプロセスコンサルタントとよんでいます。

　いみじくも、本号の特集のテーマは「協働」です。いかに協働を生み出すことができるよう

になるのか？　このテーマは、グループやチーム活動に携わる人々にとっては永遠の課題であ

るように思います。協働へのアプローチの手がかりとして、本号の特集記事が少しでもお役に

立つならば幸いです。しかし、ただ書かれていることや言われていることを実行すれば、すぐ

に「協働」が生まれるといったオートマチックなプログラムはまだ見出されていませんし、今

後もきっと開発されることは難しいでしょう。一瞬一瞬に起きるプロセスは、絶えずとどまる

ことなく変化していることから、決まりきった介入やアプローチはありえないと考えられます。

　NTL Instituteにおいても60年あまり、私ども研究センターにおいても、30年あまり取り組

んでいる課題は、目の前に起こっていることや自分の中に起こっていること（プロセス）に気

づき、そのプロセスにいかに関わり働きかけることができるかを、研究員自身が絶えず学び続

けていくこと・探究し続けていくことであると思います。

　本紀要『人間関係研究』がプロセスの探求と学習の一助になれば幸いです。

 南山大学人間関係研究センター長　津　村　俊　充



清里から望む富士山（Chuck氏による組織ラボラトリーにて）



■ 特集「協働」

職場における協働の創生－その理論と実践－

中　村　和　彦

塩　見　康　史

高　木 穣

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 1-34.



Ⅰ．序：なぜ職場で協働できないのか？





Ⅱ．協働に関する理論
１．協働とは？



表1. 職場での協働のさまざまなレベル



２．協同と競争

３．相互依存性と協働性







図1. 課題の相互依存性の高さと質による事態の分類：協同－個別－競争

competition cooperation 

individual 



４．協働性を生み出す規範



図2. 組織の規範の概念図（山口, 2008, p.170より引用）



５．隙間やズレの調整と協働

図3. 職場内での従業員の職務範囲（田中, 2004a, pp.188-189より引用）

3-1. 3-2. 

a, b,c



６．グループの発達とチーム・ビルディング



表2. Gibbの４つの懸念とその特徴

acceptance 

data-flow 

 goal 
formation 

 social 
control 

Gibb 1964; , 1971 10-1 p.370 10-2 p.380







図4. チーム・ビルディングのモデル（通称、BeckhardのモデルまたはGRPIモデル）
Noolan（2005, p.20a）から引用（日本語表記は筆者が加筆）

Procedures / Processes 

Goals 

Roles 

Interactions / Relationships 



７．人はどのような時に他者に協力するのか？





表2. 職場や組織における社会的ジレンマの例



８．社会関係資本と協働



９．総括



Ⅲ．職場における協働づくりの実践

表3. 協働に影響する要因：これまで概観してきた諸理論の整理

1.



１．事例１　金融業界A社





２．事例２　IT業界Ｂ社







３．事例３　大手商社Ｃ社





Ⅳ．総括と提言
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問題と目的

■ 特集「協働」

大学生の協同作業に対する認識の変化

長　濱　文　与

安　永 悟

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 35-42.





方　法

１．参加者

２．授業内容
⑴ 対話中心授業

Table 1．対話中心の教授学習ユニット



⑵ 講義中心授業

３．質問紙

Table 2．LTD過程プラン（ミーティング用：安永, 2006を修正）



４．調査時期と手続き

結　果

t

t p

t p

t n.s

t n.s.

t p

t n.s

Table 3. 対話中心授業と講義中心授業における協同作業認識尺度の平均値
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はじめに：重層的な「協働」への注目

■ 特集「協働」

学校における「協働」を捉える：授業研究を核とした教師たちの協働

金　田　裕　子

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 43-57.





第一節　教師たちの協働：授業研究への注目
（１）教師文化の中の協働



（２）授業研究を通じた教師の協働的な学びと学校文化の形成



場を形成する要素 効果的伝達モデル 協働構築モデル



（３）教師の協働における授業検討会の機能





第二節　教師たちと研究者との協働



（１）エスノグラフィーを媒介にした協働



（２）日常的な教育実践に関わるアクションリサーチの可能性





おわりに　今後の展望と課題：越境を準備する文化的実践としての授業





参考文献





4 4

■ 特集「協働」

協働における目標の調整

宇　田 光

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 58-66.



第１回研究会の記録
日　時
場　所
参加者

テーマ
方　法



多様な参加動機……大学講義との違い



参加人数の変動による方法の変更



ファシリテータの役割

ファシリテータと参加者とのスタイルや期待のずれ



最後に

4 4

4 4



4 4



文献



資料　　ラウンドテーブルでの成果

テーマ１「協働とは何だろうか」の回答

テーマ２「協働することで得られるもの」の回答



問題

■ Article

自己開示における直接的・間接的コミュニケーションのあり方と友人関係

石　田　裕　久

渡　邉　由季子

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 67-84.







方法

１．調査対象・期間

２．調査方法

３．調査内容

　⑴自己開示尺度



　⑵友人関係の深度尺度

　⑶自己肯定意識尺度



結果と考察

１．尺度の分析
　⑴自己開示の際のコミュニケーション・スタイル

　⑵友人関係深度

　⑶自己肯定意識



２．コミュニケーション・スタイルの分類と傾向

H/ H

L/ H

H/ L

L/ L

46 21

17 853 24

27 12

Figure1



３．コミュニケーション・スタイルと友人関係深度の関連









４．コミュニケーション・スタイルと友人関係深度が自己肯定意識に与える影響









全体的考察



付記

引用文献





問題の所在

■ Article

看護学の授業における協同的な学びが目標達成に及ぼす効果

牧　野　典　子

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 85-100.



協同学習とは何か



図１　グループ・プロジェクトの４つの重要な構成要素　



大学看護学科におけるグループ・プロジェクトの実践
１．「成人急性期看護学」における実践

表１　教師による共通課題提示後のグループプロジェクトの各段階と教師・生徒の役割



表２　看護学科における授業の学習指導計画（単元の展開と評価）（全12時間）





２．協同学習の効果測定

表３　本時の学習指導計画



３．結果と考察

表４　効果測定尺度因子に対する授業前後の平均値および差の検定

図２　授業前後での得点変化



⑴ 授業前後での協同作業認識得点の変化



⑵ 協同学習に対する自由記述



表５　グループ学習をしてよかったこと



⑶ 授業前後での自己教育力得点の変化

表６　自己教育力尺度（40項目）





⑷ 授業前後での自尊感情得点の変化

⑸ 授業前後での自己効力感得点の変化



結語
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問題と目的

■ Article

女子中・高校生の「幸せ」意識

浦　上　昌　則

野　村　祥　恵

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 101-117.
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Figure 1　日常的な幸せ、大きな幸せのカテゴリー内訳Figure 1　日常的な幸せ、大きな幸せのカテゴリー内訳



Figure 2　大きな幸せの順位別カテゴリー内訳

Figure 3　日常的な幸せの順位別カテゴリー内訳



Figure 4　大きな幸せ総合得点の学年別推移

Figure 5　日常的な幸せ総合得点の学年別推移





Figure 7　学年別・順位別カテゴリー内訳（日常的な幸せ）

Figure 6　学年別・順位別カテゴリー内訳（大きな幸せ）



Figure 8　対象全体における居場所感の下位カテゴリー内訳Figure 8　対象全体における居場所感の下位カテゴリー内訳

Figure 9　中１における居場所感の下位カテゴリー内訳Figure 9　中１における居場所感の下位カテゴリー内訳



考察

Table 2　回答頻度から検討したカテゴリーの構造
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Happiness : the science behind your smile.
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実習集 
 

 ラボラトリー方式の体験学習に関する知見を公開することで、ラボラトリー方式の体験学習が広く

普及することを願って、第７号（2008）より「実習集」を掲載することとなりました。ここに掲載さ

れている実習は、当センター研究員とその仲間によって開発され、これまでの教育実践で用いられて

きたものです。使用の際には以下の留意事項をお守りください。 

なお、ラボラトリー方式の体験学習を実施する際には、まずはご自身がラボラトリー方式の体験学

習を体験されることをお薦めします。当センターではラボラトリー方式の体験学習を用いた公開講座

を開催しております（詳しくは当センターの Web ページ http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/ を

ご参照ください）。体験学習のファシリテーションを学んだ上でご使用ください。 

 

 

実習を使用する際の留意事項 

 

１．著作権は著者に属します。実習を販売することや、営利目的の発行物などに転載をすることは禁

止します。なお、教育目的での無料の発行物などに転載を希望される場合は、当センター事務局に

お問い合わせください。 

 

 

２．ラボラトリー方式の体験学習として教育・研修などに使用される場合には、各実習の課題シート

（実習の指示書）に出典を明記してください。使用の際に当センターや著者に許可を得る必要はあ

りません。また、使用料も発生しません。 

 

【出典の記入例】 

出典：大塚弥生（2008）「グループ エントランス」 

南山大学人間関係研究センター 人間関係研究, 第 7 号より 

 

 

３．課題シート（実習の指示書）をそのまま使用するのではなく、プログラムの実施状況に合わせて

適宜修正・変更した上で使用する場合は、「参考」として出典を明記してください。 

 

 

４．ラボラトリー方式の体験学習で大切にされている教育観（学習者中心の教育、非操作の教育、学

習者が自らの人間的成長に取り組む教育）に反する使用は禁止します。たとえば、営利目的で学習

者を操作する自己啓発セミナーなどでの使用は一切禁じます。 

 



ねらいの例

グループサイズ

所要時間

準備物

■ 実習

実習「タワー・ビルディング」

中　村　和　彦

津　村　俊　充

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 120-127.



会場の設定

手順



ファシリテーションのポイント







原案の作成
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【津村】：

【司会（川浦）】：

■ 春の公開講演会

〈育てられる者〉から〈育てる者〉への世代間伝達を考える

鯨　岡 峻　

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 9, 129-161.



【鯨岡氏】：

１．はじめに



２．子どもは育てられて育つ・親は育てて育てられる



３．関係発達の概念図



図１：生涯発達過程の観点から見た関係発達の概念図（改訂版）

図２：生涯発達過程の観点から見た関係発達の概念図（改訂前）
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　１）命の世代間連鎖





　２）個の生涯発達過程の基本構造



　３）人生のコペルニクス的転回





　４）「育てる―育てられる」関係の世代間循環







４．広義の＜育てる者＞たちの影響という視点

　１）親子の関係は基本的に三者の関係である



　２）きょうだい関係を考える



　３）広義の育てる者の存在



５． 二人の保育者の描いたエピソードから

エピソード１：弟をたたくMちゃん Ｓ保育士
＜背景＞
　Mちゃんは２歳の女児である。１ヶ月前に弟が生まれた。Mちゃんは「赤ちゃ
んが生まれたよ」と何度もうれしそうに話したり、それまでは小さいクラスの
子どもに関心を示さなかったのに、自分から声をかけ、手を繋いで歩いてあげ
たりする姿も見られるようになり、弟が生まれたことをうれしく思っているん
だなと感じられた。
　その一方で、時々不意に心細そうな表情を見せたり、急に甘えて来たりする
こともあり、やはり不安もあるのだろうと思われた。弟が生まれてちょうど１ヶ
月経ち、母が初めて弟を連れてMちゃんを送ってきた朝の出来事である。
＜エピソード＞
　朝の登園時間、私が保育室で受け入れをしていると、Mちゃんが一人で部
屋に入ってきた。「Mちゃん、おはよう」と声をかけMちゃんの後ろを見ると、
お母さんが赤ちゃんを抱っこして入ってきた。「わあ、お母さん久しぶり、お
めでとう。赤ちゃん見せて」と言って駆け寄ると、他の保育士も周りの子ども
達も皆が一斉に集まってきた。お母さんが皆によく見えるように赤ちゃんを抱
いたまましゃがんでくれたので「わあ、かわいい」と皆はお母さんと赤ちゃん



を取り囲んだ。
　しばらくの間、皆が赤ちゃんに注目し、赤ちゃんの話題で盛り上がっていた。
Mちゃんは返却するために持ってきた絵本を手に持って、赤ちゃんの足下の位
置に立っていたが、その絵本で赤ちゃんの足の辺りをおくるみの上からポンポ
ンと叩き始めた。それは痛くしようとしているわけでもないが好意的でもない、
微妙な感じの叩きかただった。お母さんは怒るわけではなく、優しい口調で「痛
い痛いよ、やめてね」とさらっと言ったがMちゃんは止める様子がなかった。
強い叩き方でもなく、一見Mちゃんが意識的にしているようにも見えなかった
ので、それ以上は誰も何も言わず、また赤ちゃんの話題に戻っていった。
　ふとMちゃんの顔を見ると半分怒ったような、半分寂しそうな何とも言えな
い表情をしている。「かわいい、かわいい」と赤ちゃんのことばかり言ってい
た私はMちゃんの表情にハッとした。そしてMちゃんを抱き寄せて「赤ちゃん
かわいいね。Mちゃんみたいにかわいいね」と言った。Mちゃんはにっこり笑っ
て頷くと「これ読んで」と持っていた絵本を差し出した。私は赤ちゃんを囲む
輪から離れMちゃんに絵本を読んであげた。
＜考察＞
　下の子どもが産まれると、誰もが大なり小なり複雑な気持ちを持つものであ
る。新しい家族を迎えるために誰もが通る道であり、乗り越えていかなければ
ならないものである。とはいえ、そのときその子が、自分が忘れられたような
寂しく不安な思いをしていることも事実である。Mちゃんも弟はかわいい。で
も憎らしいという複雑な思いを抱えているのだろうと思う。産まれたばかりの
弟を大事な家族の一人として受け入れていくには、自分も大事だと思われてい
る自信が必要である。Mちゃんが弟を受け入れていくために周りの大人が応援
できることは「Mちゃんのことは忘れていないよ。今までと変わらず大事なM
ちゃんだよ」というメッセージを送ってあげることだと思う。





エピソード２：新しい家族の誕生
＜背景＞
　Ｎちゃんは５歳の女児である。日頃からお喋りが好きで友達とも元気に遊ん
でいる。母１人、子１人の母子家庭できょうだいがいないせいか年長さんになっ
てからよく園で赤ちゃんを抱っこしてくれたり、かわいがったりしてくれてい
る。その反面かわいがりかたに一方的なところも見られ、また時折ふと寂しそ
うな表情を見せたり、暗い表情になったりしていることがあって、私はＮちゃ
んのそんな様子がずっと気になっていた。
＜エピソード＞
　午前中の屋外での遊びのときである。私が花壇の雑草取りをしているところ
にＮちゃんがやってきて「先生うれしいことがあったんだよ。お母さんにも他
の先生にも内緒だよ」という。そこで私が「どうしたの？」とわくわくした気
持ちで尋ねると、「お母さんのお腹に赤ちゃんがいるんだよ！」と満面の笑顔
と弾んだ声で答える。私はＮちゃんの所が母子家庭であることが分かっていた
ので、Ｎちゃんの言葉に一瞬ドキッとしたがＮちゃんの笑顔に思わず「よかっ
たね！おめでとう！Ｎちゃんはお姉ちゃんになるんだね！」と言ってしまった。
私が言い終わる間もなくＮちゃんは「お父さんはユウジって言うんだよ。ユウ
ちゃんと言ってもいいんだって。先生もユウちゃんって呼んでもいいよ」と興
奮気味に言う。これまで２人暮らしだったＮちゃんに新しい家族が誕生したこ
とで会話が盛り上がった。今まで見せていた暗い表情とは打って変わって、こ
れからの生活に希望を抱き、心躍る様子が手に取るように伝わってきた。私は
お父さんのことには触れずに「赤ちゃん楽しみだね。元気な赤ちゃんが生まれ
ますようにって神様に祈っておくね。素敵なうれしい内緒話、ありがとう」と
伝えて２人で一緒に保育室に戻った。
　後で他の先生方に今のＮちゃんの話を伝えると、Ｎちゃんは他の先生達にも
既に話していたようで、そんなことからもＮちゃんの計り知れない喜びが伝
わってくるようだった。
＜考察＞
　Ｎちゃんの喜びに接することで、これまでＮちゃんが母子家庭という環境で
味わってきた寂しい気持ち、両親が揃った家庭を夢見る気持ちがかえって分か
るような気がし、胸の痛む思いに駆られた。「内緒だよ」というＮちゃんの心
躍る思いに、ただただ共感していた私だったが、少し冷静になってみると、こ
れから母親の出産・結婚・子育て、４人での暮らしとＮちゃんの生活が大きく
変わり、この先いろいろと大変なこともあるだろうなと思わずにはいられな
かった。それでも今の喜びを一緒になって喜んでくれる人をＮちゃんが求めて
いるのだと思い直し、このＮちゃんの喜びの瞬間を理屈抜きで一緒に喜ぼうと
思った。
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　　■　2009年度人間関係研究センター事業報告
� （2009年４月～2010年３月）

Ⅰ．センター員構成

　［センター員］
　　　津村　俊充　　　（人文学部心理人間学科教授・センター長）
　　　グラバア　俊子　（人文学部心理人間学科教授）
　　　石田　裕久　　　（人文学部心理人間学科教授）
　　　金田　裕子　　　（人文学部心理人間学科講師）
　　　川浦　佐知子　　（人文学部心理人間学科准教授）
　　　中村　和彦　　　（人文学部心理人間学科准教授）
　　　中尾　陽子　　　（経営学部准教授）
　　　高橋　弘司　　　（経営学部准教授）
　　　宇田　光　　　　（総合政策学部教授）
　　　浦上　昌則　　　（人文学部心理人間学科准教授）
　　　山口　真人　　　（人文学部心理人間学科教授）

　［公開講座担当者及び外部講師］
　　　星野　欣生　　　（南山短期大学名誉教授）
　　　長濱　文与　　　（三重大学高等教育創造開発センター）
　　　中川　貴嗣　　　（臨床心理士）
　　　中堀　仁四郎　　（日本基督教団八王子北教会牧師）
　　　佐竹　一予　　　（人間環境大学附属臨床心理相談室・臨床心理士）
　　　関田　一彦　　　（創価大学教育学部教授）

　［事務局］
　　　梅谷　紀子　　　　中田　久美子　　　　余語　真弓　　　　尾関　順子　　
　　　平野　有夏　　　　有定　麻衣子
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　③　人間関係研究センター公開講座

　　　［コア講座］

　　　第76回人間関係講座（グループ）［春］
　　　　開講期間：2009年５月30日（土）10：00～18：00
　　　　　　　　　2009年５月31日（日）９：00～17：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：34名
　　　　担�当�者：津村　俊充・金田　裕子

　　　第77回人間関係講座（グループ）［秋］
　　　　開講期間：2009年10月３日（土）10：00～18：00
　　　　　　　　　2009年10月４日（日）９：00～17：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：36名
　　　　担�当�者：中村　和彦・中尾　陽子

　　　第78回人間関係講座（コミュニケーション）［秋］
　　　　開講期間：2009年９月29日～12月８日
　　　　　　　　　火曜日　全10回　18：30～21：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：32名
　　　　担�当�者：グラバア　俊子・佐竹　一予

　　　グループプロセス応用講座
　　　　開講期間：2009年10月17日（土）～19日（月）　２泊３日
　　　　場　　所：南山学園研修センター（研修・宿泊）
　　　　参�加�者：20名
　　　　担�当�者：津村　俊充・中村　和彦

　　　アドバンス体験学習
　　　　開講期間：2010年３月４日（木）～７日（日）　３泊４日
　　　　場　　所：南山学園研修センター（研修・宿泊）
　　　　参�加�者：10名
　　　　担�当�者：津村　俊充・星野　欣生

Ⅱ．活動報告

　①　人間関係研究センター定例研究会
　　　〈第１回〉
　　　　日　時：2009年12月２日（水）18：30～
　　　　場　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟４階　Ｄ43教室
　　　　報告者：宇田　光（南山大学総合政策学部教授）
　　　　題　目：ラウンドテーブル「協働の精神とその方法」
　　　　参加者：19名

　　　〈第２回〉
　　　　日　時：2010年３月２日（火）18：00～
　　　　場　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟４階　D43教室
　　　　報告者：津村　俊充（南山大学人文学部心理人間学科教授）
　　　　題　目：「学校教育に協同関係づくりを実現するカリキュラムを考える」
　　　　参加者：13名

　②　人間関係研究センター公開講演会
　　　〈春　期〉
　　　　日　時：2009年６月24日（水）18：00～
　　　　場　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　講　師：鯨岡　峻氏（京都大学名誉教授・中京大学心理学部教授）
　　　　題　目：〈育てられる者〉から〈育てる者〉への世代間伝達を考える
　　　　参加者：96名

　　　〈秋　期〉
　　　　日　時：2009年９月19日（土）10：30～
　　　　場　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　講　師：佐藤　初女氏（「森のイスキア」主宰・ガールスカウト日本連盟顧問）
　　　　題　目：今　見なおしを
　　　　参加者：145名
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　　　［関連講座］

　　　ＴＡ入門
　　　　開講期間：2009年９月11日（金）～13日（日）
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：14名
　　　　担�当�者：中堀　仁四郎

　　　ボディワーク・セミナー
　　　　開講期間：2009年６月20日～７月25日
　　　　　　　　　土曜日　全７回　14：00～17：00
　　　　　　　　　　（７月12日のみ�10：00～17：30）
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：17名
　　　　担�当�者：グラバア　俊子
　　　　　　　　　（ゲスト：シン・インテグレーッション　プラクティショナー）

　　　ブリーフカウンセリング入門
　　　　開講期間：2009年８月１日（土）～２日（日）
　　　　　　　　　土日２日間集中　10：00～17：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：21名
　　　　担�当�者：宇田　光・中川　貴嗣

　　　協同学習ワークショップ（ベーシック）
　　　　開講期間：2009年９月５日（土）～６日（日）
　　　　　　　　　土日２日間集中　10：00～16：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：31名
　　　　担�当�者：石田　裕久・長濱　文与

　　　協同学習ワークショップ（アドバンス）
　　　　開講期間：2009年11月14日（土）～15日（日）
　　　　　　　　　土日２日間集中　10：00～16：00
　　　　場　　所：南山大学　名古屋キャンパス　Ｄ棟
　　　　参�加�者：26名
　　　　担�当�者：石田　裕久・関田　一彦

　　　Ｔグループ（人間関係トレーニング）
　　　　開講期間：2010年３月12日（金）～17日（水）　５泊６日
　　　　　　　　　フォローアップ　2010年６月27日（日）　南山大学　Ｄ棟
　　　　場　　所：（財）KEEP協会・清泉寮
　　　　参�加�者：17名
　　　　担�当�者：津村　俊充・グラバア　俊子・中村　和彦・星野　欣生

　　　トレーナー・トレーニング
　　　　開講期間：2009年８月８日（土）～13日（木）　５泊６日
　　　　場　　所：（財）KEEP協会・清泉寮
　　　　参�加�者：14名
　　　　担�当�者：山口　真人・中村　和彦

　　　第１回　組織開発ラボラトリー　グループプロセスコンサルテーション
　　　　開講期間：2010年２月17日（水）～22日（火）　５泊６日
　　　　場　　所：（財）KEEP協会・清泉寮
　　　　参�加�者：17名
　　　　担�当�者：Chuck�Phillips・中村　和彦
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2007～2009年度　コンサルテーション及び受託事業 （順不同）

研修・講座・企画名等 委託者・主催者

２００7年度
ファカルティ・ディベロップメント研修会 名古屋学芸大学短期大学部
カウンセリング研究大会 三重県カウンセリング研究会
研究授業 稲沢市立明治中学校
リーダーシップ研修 大阪厚生年金病院
2007　教育講座 稲沢市教員組合
第29回京都学校教育相談研究大会　 京都学校教育相談研究大会
教員研修会 稲沢市立祖父江小学校
人間関係構築に向けたリーダーシップ研修 トヨタ自動車
ＰＴＡ活動の活性化に向けて 名古屋市教育委員会
心豊かな児童を育てる－ラボラトリー方式の体験学習の実践－ 名古屋市立八事東小学校
看護局の実施する研修の支援 公立陶生病院
人間関係トレーニング実施に関するスーパービジョン 刈谷市立依佐美中学校
学校を主人公にする技法―ファシリテーション― 北九州私立大学ＦＤ研究会
対人関係能力を育てる授業 名古屋市教育委員会

「グループアプローチ」の研修 和歌山県教育委員会
グループを活性化するためのファシリテーション 日本看護協会
インタープリターのための体験学習法 財団法人キープ協会
カウンセリング研修講座 東海スクールカウンセリング専門学院
ファシリテーションの方法 国立青少年教育振興機構

２００8年度
心豊かな児童を育てる－ラボラトリー方式の体験学習の実践－ 名古屋市立八事東小学校
人間関係構築に向けたリーダーシップ研修 トヨタ自動車
20代が考える「ワーキング・アビリティ」研究会 日本経営協会中部本部
ALコーチのためのグループプロセスの見方 日本アクションラーニング協会
課題別専門講座 三重県社会福祉協議会　
心身障害児の母親研修会 あさみどりの会
夏期現職教育研修 小牧市
ラボラトリー方式の体験学習を用いた人間関係づくり授業実践 小牧市立小牧小学校
教育ファシリテーション 愛知県看護協会
小中学校における人間関係づくり 愛知県教育委員会尾張教育事務所
名古屋記念病院　看護部研修 名古屋記念病院
私立看護系大学における授業改革　基調講演 日本私立看護系大学協会
　『大学の授業改革　－Brief�Report�of�the　Day�の提案－』
カウンセリング研修講座 東海スクールカウンセリング専門学院

「人間関係づくりの理論と実際 山口県教育研修所ふれあい教育センター
　－児童生徒のコミュニケーション能力の育成に視点をあてて－」
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第１条� 本学に南山大学人間関係研究センター［Center�for�the�Study�of�Human�Relations］（以下
「センター」という。）を置く。

�（目　的）
第２条� センターは、広く学際的視野にたった人間関係研究を行うとともに、その成果を積極的に

公表することを目的とする。
�（事　業）
第３条� 前条の目的を達成するために、次の各号の事業を行う。
� １　本学における人間関係研究の推進と調整
� ２　本学における人間関係研究分野の教育の推進
� ３　センターと目的を共通する学外の研究機関並びに研究者・実務家との協力
� ４　研究会、研修会等の開催
� ５　文献、資料の収集と利用
� ６　研究成果等の編集と刊行
� ７　その他センターの目的を達成するために必要と認める事業
�（組　織）
第４条� センターに研究員を置き、そのうち１名をセンター長とする。
� ②　センター長は、研究員のうちから学長の指名する候補者について、大学評議会の承認を得て

委嘱する。
� ③　研究員は、本学専任教育職員のうちから、学長が指名する候補者について、大学評議会の承

認を得て委嘱する。その任期は２年とし、再任を妨げない。
� ④　必要に応じて、客員研究員、非常勤研究員を置くことができる。この採用については、別に

定める。
第５条� センター長は、センターの事業を掌理し、センターを代表する。
�（センター会議）
第６条� センターにセンター会議を設け、センターの運営に関する重要事項を協議決定する。
第７条� センター会議は、次の者をもって組織する。
� １　センター長
� ２　研究員のうちからセンター長の指名する者若干名
第８条� センター会議は、センター長が招集する。
� ②　センター会議は、構成員の３分の２以上の出席がなければ議事を行うことができない。
� ③　議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
�（事　務）
第９条� センターに事務職員を置く。事務職員は、センター長の指示をうけてセンターの事務を担

当する。

　　　南山大学人間関係研究センター規程
研修・講座・企画名等 委託者・主催者

平成20年度文部科学省 南山大学＆小牧市教育委員会
　南山大学教育推進ＧＰ：フューチャーサーチ 南山大学＆聖ヨゼフ学園日星高等学校
児童会「おもいやりサミット」 青年会議所東海地区愛知ブロック
平成20年度文部科学省　南山大学教育推進ＧＰ 南山大学＆国立青少年教育振興機構
　「教え学び支え合う教育現場間の連携づくり
　～ラボラトリー方式の体験学習を核とした２つの連携プロジェクト～」
メンタリング研修 マイクロソフト社
ファシリテーター研修 名古屋大学付属病院
リーダーシップ研修 名古屋市消防学校
教育ファシリテーター養成講座 原子力発電訓練センター
学生を主人公にする技法：ファシリテーション 北九州市立大学
シニアコース講座「教育指導法」 日本産業カウンセラー協会

２００9年度
平成21年度認定看護管理者制度ファーストレベル教育「グループマネジメント」奈良県看護協会
平成21年度認定看護師教育課程「脳卒中リハビリテーション看護」リーダーシップ 愛知県看護協会
校内現職教育「総合的な学習の時間研究授業」 岡崎市立六ツ美北中学校
教育相談発展講座『人間関係づくりに生かすグループ体験学習のすすめ方」名古屋市教育センター
小牧市現職教員研修会「体験学習による人間関係づくり」小牧市教育委員会
平成21年度人材育成担当者教育プログラム「教育ファシリテーション」愛知県看護協会
リーダーシップ研修 名古屋大学附属病院
職場におけるリーダーシップ 名古屋市消防学校
現職教育研修「『聴く』はかかわりの始まり」 小牧市立岩崎中学校
愛知県社会教育委員連絡協議会西尾張支部中島地区研修会 一宮市教育委員会
　家庭の連携の可能性を考える
　～フューチャーサーチによる地域コミュニティ会議の取り組みから～
平成21年度看護教育セミナー「体験学習について」愛知医科大学看護学部
2009年度校内研修「ブリーフ学校カウンセリング」（講演・助言）名古屋市立高木小学校
「南山大学生による学習サポート」（助言） 聖霊中学校・高等学校
看護部クラーク研修 名古屋記念病院
看護部研修 名古屋記念病院
キャリア教育コンサルテーション 聖霊高等・中学校
課題別専門講座「人間関係における自己成長を学ぶ」三重県社会福祉協議会
小牧市教職員研修「コミュニケーション・スキル研修」小牧市教育委員会
心身障害児の母親研修会「自分との出会い」 社会福祉法人あさみどりの会
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１．本誌「人間関係研究」は、南山大学人間関係研究センター（以下、本センターと略記する）
が編集し刊行する紀要であり、当面の間、１年に１号を発行する。本誌の英文表記は、“The�
Nanzan�Journal�of�Human�Relations”とする。

２．本誌は、本センターの研究成果等を広く一般に紹介するために編集される。

３．本誌には、Article、研究ノート、実習集、特集論文の他、研究会・講演会等の報告などを掲
載する。

４．Article、研究ノート、実習集、特集論文は、本センターから寄稿を依頼する依頼論文と、本
センター研究員からの投稿論文から構成される。なおArticle、研究ノートに関しては、本セ
ンター研究員以外の著者による単著、もしくは本センター研究員以外のメンバーのみによる共
著の投稿も受け付ける。この場合は、本センターの依頼した審査者による審査を経て掲載の可
否が決定される。

５．本誌に掲載する論文等は、原則として未公刊のものとする。

６．社会通念としての倫理に抵触するような内容、表現を含むものは、これの掲載を認めない。

７．本誌に掲載された論文等の著作権は、本センターに帰属する。

８．この規程の改正は、センター会議の議を経て行う。

附則
　この規程は、平成21年10月14日から施行する。

　　　編集規程�（規程の改正）
第10条� この規程の改正は、センター会議の議を径て、大学評議会に諮るものとする。

　附　　則
� 　この規程は、平成12年４月１日から施行する。
　附　　則
� 　この規程の改正は、2006年４月１日から施行する。
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